
ホメオスリックス(らん藻）の芽出し時期の特定

アユの放流効果を高めるためには、アユの主餌料である付着らん藻類ホメオスリックスの芽だし

後に放流を行うことが重要であることが知られています。各河川におけるアユの適切な放流時期

を検討するため、河川から定期的に藻類をサンプリングし、アユの主餌料であるホメオスリックス

（らん藻）の芽だし時期を特定し、餌環境から見た放流開始可能時期について検討を行いましたの

でその結果をお知らせいたします。

表は各河川におけるホメオスリックスの芽だし時期を示しています。那珂川水系では 3 月上旬

に、鬼怒川水系、思川水系では 3 月中旬にほぼ芽だしを確認することができました。それぞれの

河川で表 1 の時期には、餌環境は整っていると考えられます。


